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∴∴ 釜亀山 

白　　い　　山　　脈

-北　ア　記　録　映　画-

大映日本アルプス撮影隊の長篇記録映画/r白い山脈クは､本館を基地にいま'Jt:戌をいそい

ています｡雄壮な北了をバックに､高山の動植物の坐態をとらえること1年､よく大自然

の動きを天然色で揮きだしています｡封切は来年の3月で大きな期待がよせられています
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北アの生きものたち
静かだ､実に静かだ､はてしなく城がる雲の海､

薄紫に彩どら九､金色に輝やいて｡ぽっかり頭を出

しているのは富士山か､前方にはにかんだように浅

間山の噴煙が見えています｡彼方には御岳､乗鞍駒

岳､それに続いて穂高岳､槍､白馬岳､日本アルプ

スの山脈は､自然の女神こもにておだやかに､時に

は一瞬生命を5ほう厳しさをもって､数知れない生

命をはぐくんでいます｡山脈に育てられる生きもの

たちにも､入間の社生と同じよ引こ､苦しいことや

悲しいこと､或は楽しいことがあるこt'でしょう｡

今村寅雄氏を隊長とする撮彰隊では､この生きも

のたちの生活を天然色のフイルムに描き出そうと苦

心､を重ねています｡新雪に輝やく白い山脈を仰ぎな

がら､佐藤監督はしみじみと語っています｢残念な

のは北了にはとくに珍らしい動物がいないこiでし

た､しかしこのようなありふれた動物の生活をこま

かくカメラに捉えたことは副賞してよいことです｣

ありふれた生きものの生活も､巌しい自然の捷(慕
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績影のひととき､すでに新雲に誌表われた山脈は､はなやかだった夏の裳の跡

もなく､活動していた生きものたちも､もう冬ごもりも終ってし､る｡

【写真は島輝子岳より槍ヶ岳を望む】

きて)に従って､我々の知らない世界で､驚きに充ち;,-=様々の生活

を繰りひろげで､′､ます｡

山　脈　の　早　春

立山近山は白い山脈の名に恥じず､今日も雪擬が舞いつつけでY､

ます｡別山山原の藻のハイマツも､折り電なった岩壁も水晶の氷雪

にきらめいています｡この神々しい純白の装いに､朱の冠毛をいた

だいたライチョウが三方に開いた足跡を点々と雪上に印してゆきま

す｡地域谷では地表のあるかなきかの小さい孔から聞けつ的｢白煙

陽春の日ざしき受けたブナ林､幹の周囲の要はいち早く消えて､ -

米以上の深さになっている【写真はブナ林を通して白馬岳を望む】

をあげて､あたりは亜硫酸ガスや硫化水素が一面だだよっています

夕陽を背にして､幾条も幾案も青空に立ち昇る噴気は､大地の鼓動

であり､大自然の息吹のようにも見えます｡

三月もなかぼ過ぎた立山連峰では山脈や中腹の雪原にも春がしの

びやかに訪れ始めます｡ -の谷沢の滝も､厚い氷のベールを破って

とうとうと水を落しています｡溝の虜の洞穴の中ではキクガンラコ

オモIlやコキクガシラコオモリが多恨から覚め､岩天井をとびなが

ら求愛の羽ばたきを交しています｡地表はまだ深い積雪の下にあっ

て､柴草も木の芽も見えない自一色､深い渓谷の岩壁に生えた老筒

の枝ではこの谷の佳人であるクマタカが､永い冬の食糧不足にあえ

いでいます｡閲の摂元の凹みまでまどろんでいたエチゴウサギは､

用捨ない食欲においたてられて雪原に飛びだしてゆく｡あの丘､こ

の丘の雪原にきざまれた美しい春の縞模様の彼方-､足跡ははてし

なく続いてゆきます｡冬眠から覚めた可愛いヤマネがちょろちょろ

雪穴から首を出して､まぶしげに外界を見過しています｡

目　覚　め　る　動　物

山腹を包んでいた雪も谷間に残るだけとなり､その繁が師表で彩

られ始める頃､巨木の限本には長い眠りから覚めきれずにいる母熊

の乳房に兄妹の仔熊が無心にしゃぶりついています｡やがて母熊は

のっそり穴からはい出て､新鮮な空気を心ゆくまで吸いこむ､続い

てはい出した仔熊も初めての体験であろう､雪の上を恐る恐る歩ん

でいく｡桜花が咲き乱れ､花越しに見える爺岳や鹿島槍も心なしか

春めいています｡小川の底ではスナヤツメが産卵し､傍の水面では

タガメ､ゲンゴロウ､フナなどが春の営みに忙しく､クロサンシヨ
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雛の哺育にせっせと弾きはこぶサンコウチョウの雄､彼等は夫

婦で交代に舘をはこぶ｡

ウワオは水中に産んだ卵につききりで見張りをしています｡どこか

らか集まるモリアオガエルは新緑の葉かげで霊卵をはじめています

渓谷にそった原生林はすっかりi-J夏の色彩で､アカゲラが赤い冠毛

の頭を振り振り忙しげに幹を穿っています｡このかん高い叩音こそ

夏の開幕をつけてくれる音なのです｡

夏　の　よ　ろ　こ　び

ノハナショウブの咲き乱れる水辺､一面茂ったヨシ原ではオオヨ

赤土のかけに小さな穴が2個3個

中には美しい色のカワセミが7､

8個の卵をうたためている【写真

抱卵中のカワセミ】

シキリの雛が運ばれてくる

餌を待ちうけています｡紺

碧の夏空に白い入道雲が湧

き立ち万年雪の讃近く高山

植物の色とりどりな蔚藷が

摂関されています｡花から

花-飛び廻る昆虫のむれ､

残雪の白馬岳を望む河原で

はイソシギやコアジサシが

雛を育て､タヌキ､アナグ

マ､キツネ､或はハナグモ

､トンボの昆虫類まで山脈

にはぐくまれる大きな命も

小さな命も､みな生命の喜

びにひたりきるのです｡
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秋の朝､オクビヨウそうにキツネが顔を出LbTT= 【写真はキツネ】

飛しようのニッコウムササビ､けものでありながら､前服と後

肢の間に出来たひ膜によって滑室する【写真は上高地にて】

実　り　の谷間

秋色ただよう秋の空､嶺から色

すいた紅葉は､山麓の残雪に一融け

こんで､南-渡る鳥の姿も寂しく

感じられます｡山脈は短い夏を終

って､冬-の準備を急いでいます

高山の草原には､コケモモ､クロ

マメノキ､ウランマツツジなどの

紅や紫の実が熟し､山麓:_+まヤマ

ブドウ､ CIJ､ドン7-I.)などが色　事

づいてきます○樹の上･ニある染ま　どこまでも続く林種にオナガが

でよじのはっていく='ソコウムサ　朝の陽をちびて彼等の楽しいひ

サビ､ツキノワクマはクリの木に　ととき【写真は橋のオナガ】

熊籾をつくって盛んに実を喰べています｡向与の陪木に腰をおろし

て熱心にシイ女ケをかじっているのはこホンサルの子供でしょうか

近くに大きな猿の辞がいるに違いありません｡リスの夫婦は木の幹

を忙しく上下して冬ごもりのドングリを運んでいます｡ヒメネズミ

が用心深く樹の根もとから出てきて､熊ののこしたクリの実を拾っ

ています｡しかし油断はできません､数米はなれた岩かげにイタチ

がねらっているのです｡さっと影がすぎたと思うと､くち木のかけ

にかすかなヒメネズミの悲鳴が消えてゆきます｡彼等の世界では油

断は死そのものを意味するのでありましょうか｡山嶺の池に氷がは

る頃､ライチョウは再び白衣にさかえ､カモシカの毛なみはふさふ

さした冬毛に替えられてゆきます｡数回おそった降霜に錦の谷も見

るかけもなく､木棺しによって吹き落されるブナの葉は澄みきって

底までみえる渓谷のぶちに､一葉また一葉と消えてゆきます｡日増

しに白きを加えて行く山頂に新雪の吹雪がすさんで､白い山脈は冬

の休息に入るのでありましょう｡今日を雪が降りつづいています｡
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【動物園だより】人気をあ
つめている子熊の太郎はこんなに大

きくなりました｡毎日園内をとびま

れっていますが､陽向ぽっこにはバ

ケツの行水かつさもの､お尻を入れ

て気持よさそうです｡

もう山では仲間の熊たちが冬越しの

準櫛に忙しいというのに､太郎はな

んの心配もありません｡裏白にかあ

った向与の山々をみて､感耽深いも

のがあるよ5 ℃･-す｡

好評だった文化財展
1日から開いた第1回市内文化Hd展薗会は､連日の好天に恵まれて

犬せいの市民が観覧しました5日間の入館者は全部で7千人を越え

中でもチビも連れの婦人がめだちました｡こんど行われた罷琶会は

市内の轟壊文化財を陳列､解説したもので､博物鮪としては今まで

にはじめての企画でした｡郷土の文化や歴史を知るうえに参考にな

るというので大-んな好評をよびました｡博物館ではこの開期中､

郷土史年表を発行し､更に文化財保護の通う則生をよびかけました｡

天然記念物の部で:は

生壁写真､生態陳列

それに動物商のミか

もしかミの岳子ちゃ

んなども加おった網

合醍元が行われ､家

族つれの市民に喜ば

れていたようです｡

【写真は文化財展示

会場】

博物館後援会員募集
博物館後援会の会員を募集しています｡年額千円を納める団体なら

びに､年額三百円以上を納める個人を正会員といたします｡会員に

は次のような特典が奉ります｡

1 ､博物館の諸指導行事を通知し参加の優をはかる｡

2､毎月1-やまと博物館ミを配布する｡

3､団体には講師､指導者派遣の求めに応じる｡

4､博物館に支障のない限り､博物館の資料(標本､図書､写真､

図版等)器具の借り出しをあっせんする｡

5､その他博物館で謹名同定､研究指導など諸種の便宜･をうげろあ

っせんをする｡

6､いつでも博物館を無料で観晴できる｡

(今月の寄贈)ホンシウモモンガ1体　大町営林署､ -ど(幼体

) 1体　大町市神栄町小林次郎､ヤマシギ1体　大町市六日町高木

四郎､キジバト1体　昭電第-社宅高橋幸男､イシガメ1体　明科

町七賀田申利賀､糸引車2台　大町市八日町桜井幹次､イシガメ1

体　大町甫入日町曹操原正義､ノウサギ(幼体) 1体　大町市社館

ノ内原充平､イシガメ2体　大町市東町上条直人､カケス1体　大

町市社怒崎腰原英治､ヤマネ1体　熊谷組申茎千尋､ツミ1体　大

町市白塩町本間幸江､　(敬称略)

おしらせ　本紙の晴議を御希望の方には実費1部10円

でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費をいた

だきます　　　　　　　　　　大町山岳博物舘後援会

会

-東京野歩路会-

創設は大正11年､翌年

大震災で解散したが､

直ちに再建した｡昭和

20年戦災で再び解散､

在京の有志でふたゝぴ

再建にとりかゝり､わ

ずか10カ月で2.000名の套となった｡山の良さを理解し､会員同志

がみんな楽しめるよ引こと､最初から会長はおいていない｡塚本闇

治､酒井菊雄､福原健司の諸氏を中心に､山の講演会､映画会､登

山相談､山岳霞驚会などを開いて会の動きは活澱である｡毎月､山

とスキーの映画会､山に親しむ会､スキー学校などを開く｡バッヂ

は山､雲､木の図案に野歩路会のNBKを配したもで､太多月光氏

の作｡蔀務所は東京都文京区駒込上富士副町｡

全国山岳会の皆さん-
このたび昨年に引きつづき､全国山岳固体のバッチ収集にあ

たって､心からの御協力をいたゞきましたことを厚く御礼申

し上げます○おかげをもって東京､広島､愛知､岡山､兵琶

埼玉､醇馬､薗岡､福岡､三軍､青森､福井､神奈川､大阪

佐賀､京都､鳥取､愛姫､和歌山､石川､岩手､香川､熊太

岐阜､新潟の省都晴県から沢山の寄贈を引することができま

した｡また営錦の運営について種々懇切な御教元をいたゞい

たことを感謝申し上げます｡ますます御期待にそうよう努め

たいと思いますが､今後ともよろしく御指導のほど5-_･願いい

たします｡

大　町　山　岳　博　物　館

【博物館だよりI lo盾.19日市内文化財調査開始､ 20日第

2次雨量計拙技作業､やまと陣物館10号発行､ 22日文化財殴示計画

打合､ 23日山岳等冥撮影会､郷土史年表発行､ 24日-31日山岳と文

化財霞の準備作業､全国山岳会第2次バッヂ収集､館員会､ 11月1

冒-5日山岳と文化財醇､ 6日付属動物園移転計画､ 7日文化祭反

省会､ 11日博物館建設推進委員去､ 13日館員会､ 12日-13日居谷里

調査(動物､植物､気象) 14日-17日全国博物館大会参加(平林学

芸員) 18日山の歌集ヽ山びこヽ 2集発行

かも　しか捕獲許可お　り　る

申請中だった天然記念物かもしかの捕獲許可が10月下旬､正式に文

化財保護委員会からおりました｡こんどの捕獲は2頭で､捕獲につ

いては県の教育委員会の指導をうげろことになっています｡博物館

では新館の付属動物園に約300坪ほどの自然園を利用して､来春か

らかもしかの夫婦を迎え入れようと供託に計画をたてゝいます｡

編集後記北アルプスは連日雪が降りつゞいている｡ 16日の市内は

積雪5cm､今ペンをにぎっている間もさかんに降りつゞく｡今年に

なって平地での初雪だ｡ ▲この雪が積もりに積って､また白い世界

にはいる｡ 2月から撮影中のミ白い山脈ミは今月でほとんど撮影を

終る｡北アルプスではじめての長篇記録映画だけに､その完成が今

からまたれる｡本号は断片的にその解説をのせた｡ ▲雪は､そして

山は､おれわれに大きないくつかの贈りものをした｡オフれあれはこ

の山に､生きている限り､尊敬と感謝の気特をもちつゞけたいと思

う｡ ▲新館の完故が近ついている｡来月はいよいよ移転の開始であ

る｡春がくるまで､じっくり準備に努めたいと思う｡
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